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　病　歴：豚（交雑種），75 日齢，雌。繁殖雌豚 30 頭を
飼養する一貫経営農場で，2009 年 7 月 28 日から肥育豚
の突然死がみられるようになり，8 月 2 日には子豚の斃
死が確認された。8 月 5 日までに子豚・肥育豚あわせて
18 頭が斃死し，原因究明のため病性鑑定が実施された。
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Proceedings of the seminar on histopathological diagnosis
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　病　歴：鶏 （ジュリア），約 200 日齢，雌。通常とは異
なる農場から導入した群（導入日齢：120 日齢）で，約
140 日齢から週に約 40 羽（通常の 2 倍）が斃死した。そ
の後，約 200 日齢から斃死羽数が週に約 60 羽に増加し
たため，2011 年 2 月 8 日に立ち入り調査を実施した。高
病原性鳥インフルエンザ簡易キットによる検査では陰性

































　病　歴：豚 （LW），42 日齢，雄。32 日齢時に豚繁殖・
呼吸障害症候群ウイルス （PRRSV）EDRD-1 株 （1 × 106 
TCID50/ml） 2 ml を当該豚の鼻腔内に接種し，接種後 10
日 （42 日齢）にペントバルビタールナトリウム静注・放
血後，病理解剖した。当該豚は，接種 3 日後に軽度の発
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に認められた。抗 PRRSV モノクローナル抗体 （SR-30; 













RT-PCR で血清中から PRRSV-RNA が検出された。
　診断と討議：組織診断名は PRRSV 実験感染豚にみられ
た亜急性間質性肺炎，疾病診断名は豚のPRRSV実験感染














　病　歴：豚 （LW），42 日齢，雄。2011 年 5 月，SPF 豚
を用いてMycoplasma hyorhinis と PRRSV の混合感染実
験を行った。豚は 3 週齢で導入後 M. hyorhinis 5 × 108 
CFU/ml を 2 ml 気管内接種し，5 日後に PRRSV 1 × 106 
TCID50/ml を 2 ml 鼻腔内に接種して，ウイルス接種 10
日後に解剖を行った。提出症例は , PRRSV 接種後 3 日か























（SR30; Rural Technologies, Inc.）を用いた免疫組織化学
的染色では，壊死細胞残渣内および肺胞マクロファージ









　診断と討議：組織診断名は豚の PRRSV および M. 
hyorhinis の混合感染豚にみられた亜急性間質性肺炎と
カタル性細気管支炎，疾病診断名は豚の PRRSV （接種後
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肺において抗 Aspergillus 抗体 （Virostat），抗 Rhizopus 
arrhizus 抗体 （AbD Serotec） を用いた免疫組織化学的



















　病　歴：豚 （LW），6 週齢，雄。当該豚は，2010 年 8
月に高病原性 PRRSV （ベトナム 2010 年分離株） の病原
性を解析するために，105.5 TCID50/ml を 1 ml 鼻腔内接種



























































　病　歴：豚 （バークシャー），約 50 日齢，雄。2011 年
2 月 19 日に 1 腹 10 頭中，5 頭が神経症状（振戦，遊泳運
動）および起立困難の症状を呈した。症状を呈した 5 頭
に抗生物質投与等の治療を行ったものの好転せず，2 月




































　剖検所見：当該牛は著しく削痩し （体重 26 kg），皮下
や腹腔内に脂肪組織はほとんど認められなかった。脳脊
髄液は軽度に増量し，小脳硬膜下および脊髄 （第 5 頚髄
付近～馬尾）硬膜周囲には膠様浸潤が認められた。また，
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　提出標本：牛の前頭葉，頭頂葉





4 月 4 日 （6 日齢時） に斃死した。当該牛の母牛を含む繁
殖牛には，アカバネ病ワクチンが接種されていた。また，
過去に当該農場で異常産の発生はなかった。なお，2010
年 8 月以降，岩手県ではアカバネ病が流行，2011 年 5 月







































































の BLV プロウイルス量は，105.5 コピー /100 ng DNA で
あった（参考：地方病性牛白血病のリンパ肉腫病変では
100,000 コピー /100 ng DNA 以上を示す例が多い）。牛白
血病 ELISA では，接種後 26 日以降に BLV 抗体が陽性と
なった。
　血液学的検査：白血球数 14,700 /µl （白血球百分比：リ
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ンパ球 53.9%，単球 0.7%，好酸球 2.7%，顆粒球 42.7%），
赤血球数 849 × 104 /µl，Ht 32%，Hb 9.2g/dl （解剖時）。
　診断と討議：組織診断名は BLV 実験感染牛にみられた
浅頚リンパ節の反応性変化，疾病診断名は BLV 実験感












　病　歴：馬 （ブルトン種），胎齢 283 日，雌。2009 年 2
月 18 日，馬 28 頭を飼養する農場で，4 月 9 日分娩予定
（2008 年 5 月 11 日交配）の馬が流産した。流産当日の母
馬の体温は 38.0℃で，2 週間前から胸部に浮腫が認めら
れていた。母馬の馬鼻肺炎ワクチン接種歴は，2008 年 9，
11，12 月 （胎齢 4，6，7 ヵ月時） の 3 回となっていた。




























和抗体価は 28 倍で，3 週間後に 29 倍へ上昇した。同居馬
について，2009 年 2 月 24 日 （流産発生後 7 日） および 3
















膿性肉芽腫。HE 染色，Bar=20 µm。図 5B：化膿





図 4：PRRSV およびMycoplasma hyorhinis 混合実
験感染豚の亜急性間質性肺炎とカタル性細気管支
炎。HE 染色，Bar=50 µm。
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図 7A：豚の大脳における囲管性細胞浸潤。矢印は










パ球の減少。HE 染色，Bar=100 µm。図 11B：大
食細胞のハローを有する両染性核内封入体。HE 染
色，Bar=10 µm。
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